






防災ラジオについて

≪防災ラジオの仕様（予定）≫
（１）自動起動機能

・待機電源時、他局聴取中に関わらず、緊急放送を受信すると、最大音量で機器が鳴動する。
⇒防災行政無線と完全に同じ内容（チャイム、火災、行方不明者情報は入りません。）が、
連動して同時に放送される

（２）持ち運びが可能

・ＦＭ鳥取(８２．５ＭＨｚ)の市内ほぼ全域可聴エリア化を活かす、受信性能の高いＦＭ波。
・風水害時に対応できるよう、耐水性の高い仕様であること。
⇒垂直避難時の部屋移動、避難所への移動に対応（移動中の車内等でも受信可能）※１

（３）ライトの点灯機能

・緊急放送の受信と同時に、内蔵ライトが点灯する。
⇒音声情報の取得が困難な方に、緊急事態の発生を視覚情報で伝達

（４）緊急放送の録音機能

・緊急放送の内容を自動で録音する。 ⇒内容を聞き逃した等、再度確認したい場合に対応
※１ 受信可能な場所は、ＦＭ鳥取の可聴エリアに依存します。

販売単価 ２，０００円(税込） （原価：約１２，０００円）
※ 許可を得た小売店（現在ＦＭ鳥取で募集中）の店頭で、令和２年４月から販売予定です。



※イメージ

防災無線
個別受信機

※自治会役員等のみ
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即時

聞けません

初期費用
自己負担10,000円

（総額は１世帯 29,700円）

購入価格は2,000円

（原価12,000円程度）
無料貸し出し

屋外ス
ピーカー

自然災害、避難等の情報
（市役所、総合支所から）

△
即時性なし

○
即時

○
即時

総合支所から事後放送
を予定 聞けます 聞けます

 情報伝達設備
の比較

音声告知端末
※補助期間R4年度末まで

防災ラジオ
※R2.4月 発売予定

利用条件
各自治会で補助申請
CATV加入が必須
毎月の利用料が必要
(月額110円)

登録した小売店（FM
鳥取が募集中）から
各自が購入

自治会長、自主防災会
長、民生児童委員、公
設消防団役員のみ

総合支所から事後放送
を予定 聞けません 聞けます

CATV事業者サービス
のひとつ。CATV網を利
用した音声情報を提
供。
FM放送も受信可能。

ＦＭ鳥取（ＦＭ電波
82.5MHz）の放送を
利用。電源OFF、他局
聴取時でも自動起動。

防災無線電波を受信す
る個別受信機。

Jアラート、チャイム
（市役所から）

設備の概要

聞けます

× △ ○

○
聞けません

火災、行方不明情報
（総合支所から）

△
即時性なし

聞けます

聞けません チャイムは聞けません

地域情報
(総合支所、町内会などから)
[行事案内、各種啓発など]




















